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泉佐野市乳児院基本構想策定等業務公募型プロポーザル実施要領 

 

第１ 募集の趣旨 

本要領は、泉佐野市乳児院建設事業における基本構想策定等業務（以下「本業務」という。）の受託者を、

公募型プロポーザル方式により選定するためにその募集手続その他必要な事項を定めるものである。 

 

第２ 業務概要 

１．業務名 

泉佐野市乳児院基本構想策定等業務 

２．履行期間  

契約締結日から令和９年６月３０日（水）までとする。 

ただし、改修工事実施設計業務については、契約締結日から令和９年５月３１日(月)までとする。 

３．業務内容  

本業務特記仕様書のとおり 

４．委託料の上限 

２４，７７０，０００円（消費税及び地方消費税を含む。） 

  （内訳）基本構想策定業務     １４，７７０，０００円（消費税及び地方消費税を含む。） 

改修工事実施設計業務  １０，０００，０００円（消費税及び地方消費税を含む。） 

  なお、本業務は令和８年度から令和９年度までの継続業務とし、年度ごとに次のとおり支払い限度額 

を設定する。 

・令和８年度  ７，４３０，０００円以内（消費税及び地方消費税を含む。） 

前払い有（契約金額の３０％の範囲）、部分払い無し。 

・令和９年度 １７，３４０，０００円以内（消費税及び地方消費税を含む。） 

業務完了後、残金払い。 

 

第３ 参加資格要件 

本プロポーザルに参加することができる者（以下「参加者」という。）は、次に揚げる全ての要件を満たす

単体企業とする。 

(1) 地方自治法施行令（昭和２２年政令第１６号）第１６７条の４第１項の規定に該当しない者であること。 

(2) 会社更生法（平成１４年法律第１５４号）に基づく更生手続の開始の申し立てがなされていないこと。 

(3) 泉佐野市における令和８年度の入札参加資格登録業者（新規登録を除く。）であること。 

(4) 本要領の公表日から契約候補者決定日までに、泉佐野市入札参加有資格者指名停止措置要綱に基

づく指名停止又は指名回避措置を受けていない者であること。 

(5) 泉佐野市暴力団排除条例（平成２４年度泉佐野市条例２８号）第２条第１項第１号から第３号のいずれ

にも該当しない者であること。 

(6) 建築士法(昭和２５年法律第２０２号)第２３条の規定により登録されている一級建築士事務所であるこ

と。また、同法第２６条第１項の規定による処分を受けていないこと。 

(7) 平成２８年４月１日から本要領の公表日までに、同種又は同類の業務の履行が完了した実績を有す

ること。 
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a.同種業務 

国若しくは地方公共団体が発注した延床面積2,500㎡以上の児童福祉法（昭和22年法律第164 

号）第７条に該当する施設の新築、増築、改修の基本構想（計画）又は設計業務 

b.同類業務 

国若しくは地方公共団体以外が発注した延床面積2,500㎡以上の児童福祉法（昭和22年法 

律第164号）第７条に該当する施設の新築、増築、改修の基本構想（基本計画）又は設計業務 

(8) (7)の実績を有し且つ一級建築士の資格を有する管理技術者を配置すること。 

(9) 意匠、構造、電気設備、機械設備の各専門分野で主任技術者を配置すること。 

 

第４ 全体スケジュール 

 内     容 日      時 

(1) 実施要領等の公表 令和８年１０月 １日(木)午前９時から 

(2) 現地見学会 ①令和８年１０月 ８日(木） 

②令和８年１０月 ９日（金） 

(3) 質問書の受付期限 令和８年１０月１５日（木）から 

令和８年１０月１６日（金）午後５時まで 

(4) 

 

質問に対する回答 令和８年１０月２０日（火） 

(5) 参加表明申込書の提出期間 令和８年１０月 １日（木）午前９時から 

令和８年１０月２６日（月）午後５時まで 

(6) 参加資格審査及び１次審査結果通知 令和８年１０月３０日（金） 

(7) 企画提案書提出期間 令和８年１１月 ２日（月）午前９時から 

令和８年１１月２０日（金）午後５時まで 

(8) 2次審査（提案者プレゼンテーション） 令和８年１１月３０日（月） 午前１０時 

(９） 審査結果の発表及び通知 令和８年１２月 上旬（予定） 

（10） 契約予定日 令和８年１２月 中旬（予定） 

※上記のスケジュールは、状況により変更する場合がある。 

 

第５ 募集手続 

１．募集方法 

本業務に係る最優秀提案者の選定方法は、公募型プロポーザル方式とする。 

２．事務局及び提出先 

(1) 事務局  こども部 こども家庭課 

  (2) 提出先  総務部 総務課 

① 所在地  〒598-8550 泉佐野市市場東一丁目１番１号 

② 部署名  泉佐野市 総務部総務課 

③ 電 話   072-429-9204 

④ Ｅ-mail  soumu@city.izumisano.lg.jp 

mailto:soumu@city.izumisano.lg.jp
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３．実施要領等の公表 

(1) 公 表 日：令和８年１０月１日(木) 

(2) 公表方法：実施要領、仕様書、様式等は、市ホームページへ掲載する。 

 

４．現地見学会の実施 

計画用地内の現地見学を希望する者は、事前申込みを行うこと。１者あたり確認時間を３０分程度と

し、参加人数は５名までとする。なお現地見学会においては質問を受け付けない。 

（１） 実施日時 

①令和８年１０月８日（木） ②令和８年１０月９日（金） 

日時については、先着順により日時を決定する。 

  (2) 参加申込期間  

令和８年１０月１日（木）から令和８年１０月７日（水） 午後5時まで 

（３） 参加申込方法 

現地見学会申込書（様式第５号）に記入し、提出先へ電子メールで提出すること。 

 

５．質問書の受付及び質問への回答 

  本要領に関して質疑がある場合は、次の方法で質問すること。 

(1) 受付期間：令和８年１０月１５日（木）から令和８年１０月１６日（金）午後５時まで 

(2) 提出方法：本要領等に関する質問書（様式第6号）を提出先へ電子メールで送付すること。 

※電子メール以外で提出された質問については回答しない。 

※必ず電話にて到着確認を行うこと。 

(3) 回答方法：令和８年１０月２０日（火）に参加者から受付した質問に対する回答をまとめて市ホームペ

ージに掲載する。 

※質問者名は公表しない。 

※回答内容は、本要領及び仕様書等の追加、修正事項として取り扱う。 
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第６ 受託者の選定 

１．参加表明書の提出 

  本プロ-ザルに参加しようとするものは、次に掲げる書類を提出先へ提出すること。 

(1) 提出期間 令和８年１０月１日（木）から令和８年１０月２６日（月）まで※土日祝日を除く。 

※あらかじめ来庁日時を提出先まで連絡すること。 

(2) 受付時間 午前９時から午後５時まで 

(3) 提出方法 持参  

(4) 提出書類 

提 出 書 類 様 式 部 数 

① 参加表明書 様式第１号 

各１部 
② 会社概要書 様式第２号 

③ 業務実績調書 様式第３号 

④ 業務実施体制及び業務従事者情報 様式第４号 

 

２．１次審査（書類選考）の実施・結果通知 

(1) １次審査の実施 

提出された書類について、「選定基準」（本要領８ぺージ）に基づき泉佐野市乳児院基本構想策定等

業務委託プロポーザル審査委員会（以下「審査委員会」という。）において審査し、原則、上位３者を１

次審査通過者として選定する。 

なお参加者が１者のみであっても、審査を行う。ただし、１次審査の評価点が配点の６割未満の場合

は、１次審査を通過することはできない。 

 

(2) 結果通知 

１次審査の結果は、参加者へ電子メールにて通知する。 

 

３．企画提案書の提出 

１次審査通過者は次に掲げる企画提案書を提出先へ提出すること。 

(1) 提出期間 令和８年１１月２日（月）から令和８年１１月２０日（金） ※土日祝日を除く。 

※あらかじめ来庁日時を提出先まで連絡すること。 

(2) 受付時間 午前９時から午後５時まで 

(3) 提出方法 持参      

(4) 提出書類 提出書類は次の①及び②とし、「企画提案書表紙（様式第７号）」を付して提出すること。

なお、提出部数は正本:各１部（社名等あり）、副本:各８部（社名等なし）とする。 

       ① 業務実施方針（様式任意） 

          次のア．イの項目についてＡ４版片面２枚以内で記載すること。 

ア．本業務に対する提案者の取り組み方針と体制 

イ．業務工程及び業務上、特に配慮する事項 

          ② テーマ別業務提案書（様式任意） 

         テーマ毎にＡ４版片面２枚以内で記載すること。 
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テーマ１ 

子どもたちが安心して健やかに養育できる施設づくりで重視する点

について 

・できるだけ家庭的な空間づくりの実現。 

・防災・防犯の観点からの安全性・安心につながるプランづくり。 

・子どもたちが気軽に遊べる屋外及び屋内の遊び場づくり  

・既存施設と新規施設との機能連携が図れるプランづくり 

・周辺環境に配慮し、調和を図った施設計画  

テーマ２ 
整備コスト及びランニングコストを抑えるための方策について 

・ライフサイクルコスト低減のための方策と管理しやすい施設 

       ③見積書（様式第８号） 

            見積書には本業務に係る一切の経費を含むものとし、業務ごとに見積金額（消費税

及び地方消費税を含む。）及び算出根拠を示した内訳書も添付すること。 

 

４．２次審査（プレゼンテーション）の実施 

提出された企画提案書について、「選定基準」に基づき審査委員で組織された審査委員会において

審査し、評価点が最も高い事業者を最優秀提案者とする。なお総合評価点が同点の場合は、見積価

格が最も安価な提案者を最優秀提案者とする。 

なお提案者が１者のみであっても、審査を行う。ただし、価格評価点を除く評価点の配点の６割未満

の場合は、失格とする。 

(1) プレゼンテーションでは、業務提案書をもとにして本業務に係る提案や業務実施体制等の内容の説明 

を行うこと。※提案者名が特定可能な表現はしないこと。 

(2) プレゼンテーションは、実際に本業務を主に担当する者により行うこと。また、出席者は、本業務を担当 

する管理技術者を必須とし、その他各業務主任担当者の中から選出した計３名以内とする。 

(3) プレゼンテーションの日時は令和８年１１月３０日（月）とし、場所その他の詳細については、１次審査の

通過者に電子メールで通知する。 

(4) プレゼンテーションにおいて追加資料の配布等を行うことは禁止とする。ただし、パソコン（パワーポイ 

ント等）等を使用し、スクリーンに投写して説明することは可とする。 

(5) プレゼンテーションに必要なプロジェクター及びスクリーンは、市が用意する。その他必要機器につい 

ては、提案者において用意すること。 

(6) プレゼンテーション及び審査委員会からのヒアリングの合計時間は１者当たり３０分 （プレゼンテーショ 

ン２０分、ヒアリング１０分）程度を予定しているが、詳細は別途通知する。 

(7) プレゼンテーションに参加しない場合は、審査の対象としない。 

 

 

５．審査結果の通知・公表 

審査結果については、令和８年１２月上旬に市ホームページで公表するとともに、全ての提案者に電子メ
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ールにより通知する。なお市ホームページにおいては、次に掲げる内容を公表する。 

(1) 参加者数 

(2) 最優秀提案者の名称と合計評価点 

(3) その他提案者ごとの合計評価点 

※その他提案者の名称は「Ａ社、Ｂ社、Ｃ社、...」と表す。 

※次点の者については、「（次点提案者）」と表す。 

 

６．失格 

次のいずれかに該当する場合には、失格となることがある。 

(1) 提出書類等が本要領の提出方法や条件に適合しない場合 

(2) 虚偽の内容が記載されていることが明らかになった場合 

(3) 審査委員に直接、間接を問わず連絡を求めた場合 

(4) 審査の公平性に影響を与える行為があったと認められる場合 

(5) 契約締結までの間に指名停止の措置や指名除外の措置を受けた場合 

(6) 見積書（様式第８号）の各業務の見積金額（税込）が、第２業務概要、４委託料に定めるそれぞれの上

限額をいずれか一方でも超えた場合 

(7) その他、本要領に違反すると認められた場合 

 

７．その他 

審査委員会は非公開とする。 

 

第７ 契約の手続き等 

選定委員会において選定された最優秀提案者との交渉が成立した場合は、当該最優秀提案者 

と契約の締結を行う。 

１．契約内容及び仕様については、企画提案内容をもとに、市と詳細を協議する。その際、改めて市から提

案内容の説明を求めることがある。また、契約内容、仕様及び契約金額については、協議の結果、採択さ

れた提案に変更が生じることがある。 

２．最優秀提案者との交渉が成立せず契約の締結が困難な場合は、次点の者と交渉を行い、成立した場合

には、契約の締結を行うものとする。 

 

第８ その他 

１．辞退について 

参加表明書及び業務提案書提出後に辞退する場合は、辞退届（様式第９号）により、令和８年１１月２６日

(木)午後５時までに提出先へ持参又は郵送（必着）すること。なお、辞退した場合でも、これを理由として以

後の業務発注等に不利益な扱いを受けることはない。 

２．提出期限までに書類が提出されなかった場合には、いかなる理由であっても参加できない。 

３．提出期限後における書類の差替え及び再提出は認めない。 

４．参加（提案書作成を含む）に係る経費は参加者の負担とする。 

５．本提案に係る書類に虚偽の記載をした場合には、同書類を無効とし指名停止を行うことがある。 
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６．提出資料の取扱い 

(1) 提出された参加申込書、業務提案書等は返却しない。 

(2) 提出資料は、選定を行う作業に必要な場合において、複製を作成する。 

(3) 提出資料及びその複製は、本プロポーザルの選定以外に参加者に無断で使用しないものとする。た

だし、市は、業務提案書については、本プロポーザルに関する記録として使用できるものとする。 

(4) プレゼンテーションは非公開で行うが、提出書類に対し、泉佐野市情報公開条例第６条第１項に基づ 

く請求が提出された場合には、最優秀提案者の選定が完了した後において、その全部又は一部を請求

者に公開することがある。 

(5) 審査結果に対する異議申立ては受け付けない。 

(6) 提出資料は、泉佐野市情報公開条例（平成１１年泉佐野市条例第２７号）に基づく情報公開請求の対 

象となる。 

７．本提案により採用されたことをもって、提案した全ての内容の契約を保証するものではない。 
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選定基準 

（１）一次審査 

評価項目 評価基準 配点 

実績評価 ・事業者として平成 28 年 4 月 1 日から本要領の公表日までに同種の業務又は同類の業務

の実績があるか。 
10 

業務実施体制 ・適切な人員配置がおこなわれているか。 

・業務実施体制及び業務従事者情報にされている配置担当者の有資格状況。 

・業務実施体制及び業務従事者情報に記載されている配置担当者の本業務及び同種又

は類似実績の有無 

20 

（一次審査）計 30 

（２）二次審査 

①企画提案書の評価 

選定項目 選定内容 配点 

業務実施方針 

本業務に対する提案者の取組方針と体制 

取り組み意欲の高さや積極性、発注者を支援する

姿勢、担当者の技術力の高さ、チーム配置の本業

務への適正等を評価する。 

20 

業務工程の妥当性及び業務上、特に配慮

する事項 

業務実施手続きを示す業務フローまたは工程表

等は妥当かを評価する。 
20 

テーマ１ 

及び 

テーマ２ 

テーマに対して具体的で、実現性のある提

案となっているか。 

各テーマの評価項目に応じて、的確性（与条件と

の整合性、理解度）、実現性を評価する。 
各 50 

②プレゼンテーション 

資料作成能力 ・文書表現、図や表、重要事項について分かりやすく整理されているか。 10 

説明能力 ・分かりやすく論理的で説得力があるか。また質疑応答に対する回答が明確であるか。 10 

取組姿勢 ・業務に対する取組意欲、熱意が感じられるか。 10 

③見積書 

提案価格 
・委託料上限額以内であり、妥当な金額か。 

※５０×（最低提案価格／当該提案価格）※小数点以下は切捨 
50 

（二次審査）計 220 

  
合計（一次審査＋二次審査） 250 

 

 


